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近年の自動分析装置には、さまざまなリスク回避機能が搭載されており、多項目の信頼性の高い測定結果が１０分前後で出力されるようになりました。 

よく言えば便利になりましたが、一方でどのように測定結果が出てくるのかわからない。全くのブラックボックスな状態で日常ルーチンを行っている方もいるのではないでし 

ょうか。 

昔はガラス試験管に検体を入れ、試薬を添加しタイマーを片手に恒温槽で○分間反応させて分光光度計の角セルに移す、あるいはフローセルのチューブから吸引させ吸光度

を測定し、グラフ用紙に検量線を作成してＹ軸の吸光度から交わるＸ軸の数値より未知試料の濃度や活性値を求める所謂、用手法が検査の主流でしたが、現在の自動分析装置

は、ただそれを微量化・高速化・高精度化・自動化したに過ぎません。当時は当たり前の測定法でも今から比べると手間と技術が要求される測定法でしたが、その一方で反応 

液の色調、精度良く測定するための技術・ノウハウを体感として実感し習得・習熟出来たのではないでしょうか。 

異常値発生の４要素としては、装置・試薬・試料・それを扱うヒトがあげられますが、４つの生き物（のようなもの）が絡むことにより原因を解明することは難しいことで 

す。でも逆に言えば、だからおもしろいとも言えます。 

今も昔も臨床検査技師に要求されることは匠の技と言えますが、時代背景とともに要求される質的なものは変化しています。用手法の時代に要求されたのは匠の手技的な技 

術ですが、現在の皆さんに要求されるのは、異常データの発生原因を頭の中で素早くフローチャートとして描き、装置のトラブルによるものなのか、試薬成分の失活・分解に 

よるものなのか、検体側に測定系への異常反応を起こす物質が含まれているためなのか判断する。たとえ、今その要因を同定できなくてもタイムコースや希釈測定、場合によ 

っては用手法による確認等の異常データを察知できる能力＝匠の分析技術ではないでしょうか。 

本セミナーでは異常な反応を見逃さないための基礎知識を中心に、いま一度改めて基本から理解する内容でお話させて頂きます。 

 


